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い
よ
い
よ　

今
月
12
日
㈯
か
ら
15

日
㈫
に
、
島
原
復
興
ア
リ
ー
ナ
を
メ

イ
ン
会
場
と
し
て
、
第
５
回
ジ
オ
パ

ー
ク
国
際
ユ
ネ
ス
コ
会
議
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
会
議
に
は
、
世
界
30
カ
国

お
よ
び
地
域
か
ら
参
加
し
ま
す
。

　

そ
の
国
際
会
議
の
中
で
、専
門
家
の

発
表
だ
け
で
な
く
、市
民
の
皆
さ
ま
に

参
加
い
た
だ
く
『
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

（
意
見
交
換
会
）』を
開
催
し
ま
す
。

　

こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
ジ
オ
パ

ー
ク
の
こ
れ
か
ら
の
活
用
方
法
な
ど

に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
な
意
見
を
交
わ

せ
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

参
加
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
な
お
、

市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
内
容
に
つ
い
て

は
、
下
の
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●内容／ジオパークを中心として地元の経済活性化
を図る観光産業＝“ ジオツーリズム ” のあり方に
ついて、ジオツーリズムの先導者的立場に従事す
る関係者の視点からそれぞれの意見を総括する。

●パネリスト
・舩山　龍二氏（社団法人日本観光振興協会副会長）
・後藤　乙夫氏（環境省九州地方環境事務所自然保護統括官）
・坂元　英俊氏（阿蘇地域振興デザインセンター事務長）
・楊　　家明氏（香港世界ジオパーク事務局長）
・草野有美子氏（伊勢屋旅館女将）
●コーディネーター
・中川　和之氏（日本ジオパーク委員会）

『ジオパークと観光』

●日　時：５月12日土　13時50分～
●場　所：島原復興アリーナ・
　　　　　メインアリーナ（Ａ会場）
●参加料：無料（参加制限　なし）

●内容／日本各地のジオパーク（20カ所）のジオパ
ークガイド経験者が集まり、ワークショップを通
じてジオパークガイドの現状や課題を認識し、今
後の様々な可能性を共有する。

●アドバイザー
・パトリック・マッキーバー教授
　（世界ジオパークネットワーク事務局）

・梶原　宏之氏（阿蘇たびびと博物館館長）
・吉田　照光氏（阿蘇ミュージアム副理事長）

『ジオパークガイド・ワークショップ』

●日　時：５月13日日  10時30分～12時30分
●場　所：雲仙岳災害記念館・
　　　　　セミナー室（Ｅ会場）
●参加料：無料（参加制限　事前登録者）
※日本ジオパークのジオパークガイド
※ワークショップの様子は、見学できます。

【第１部 『子ども発表』 13時30分～15時00分】
●内容／ジオパークを中心とした地質、地形に関し
て自分たちの学習成果を発表する。

●発表者
・深江小学校（島原半島世界ジオパーク）
・宇土高校（天草御所浦ジオパーク）
・中松小学校（阿蘇ジオパーク）
・陵南中学校（霧島ジオパーク）
●コーディネーター
・伊藤　和明氏（全国火山系博物館連絡協議会会長）

【第２部 『子どもQ&A』 15時15分～17時00分】
●内容／ジオパークに関しての疑問を Q&A 形式で
専門家に尋ね、理解を深める。

●質問者／島原半島内の小・中学生
●回答者
・伊藤　和明氏（全国火山系博物館連絡協議会会長）
・清水　洋教授（九州大学地震火山観測研究センター長）
・渡辺　真人氏（日本ジオパーク委員会事務局）
・マリールイズ・フレイ博士
　（世界遺産メッセルピット管理事務局）
・竹之内　耕氏（糸魚川ジオパーク事務局）

『子どもフォーラム』

●日　時：５月13日日
●場　所：島原復興アリーナ・
　　　　　メインアリーナ（Ａ会場）
●参加料：無料（参加制限 なし ※参加受付を行った方。
 　　　　　　　 受付は当日におこないます。（小・中学生優先））

●内容／「火山との共生」を目指すうえで、防災に
向けた取り組みは不可欠といえる。ジオパークと
いう存在は、自然災害に対する防災を見据えた
うえでどのように役割を果たし得るか、各ジオパ
ークおよび火山学者、国土交通省など各分野から
それぞれの視点に基づく意見を議論する。

●パネリスト
・三松　三郎氏（三松正夫記念館長（昭和新山資料館））
・萬德　昌昭氏
　（国土交通省九州地方整備局雲復興事務所長）

・藤山　秀章氏（内閣府政策統括官付参事官）
・坂之上　浩幸氏（霧島ジオパーク推進室室長）
・ニコラス・ゾロス教授
　（世界ジオパークネットワーク事務局）

●コーディネーター
・伊藤　和明氏（全国火山系博物館連絡協議会会長）

『ジオパークと防災』

●日　時：５月15日火 10時30分～12時30分
●場　所：島原復興アリーナ・
　　　　　メインアリーナ（Ａ会場）
●参加料：無料（参加制限 なし）

A会場
C会場

B会場

E会場

サブアリーナ

D会場

　　島原復興アリーナ

メインアリーナ ： 分科会場

メインアリーナ

サブアリーナ ： 分科会場

ﾎﾟｽﾀｰ発表/
ﾌﾞｰｽ展示会

同時通訳付

同時通訳付

同時通訳付
がまだすドーム

がまだすドーム : 分科会場中央

第５回ジオパーク
国際ユネスコ会議会場

N ｲﾝﾀｰﾈｯﾄﾙｰﾑ/
  演題受付

登録受付

大会事務局

島原復興アリーナ

がまだすドーム

第５回 ジオパーク国際ユネスコ会議
５月12日㈯～15日㈫  参加者募集!!

島原半島世界ジオパークキャラクター「ジーオくん」

お 島原半島ジオパーク推進連絡協議会　☎0957（65）5540　FAX0957（65）5542
　 URL: http://www.unzen-geopark.jp/　E-mail： info@unzen-geopark.jp

島原半島

第５回 火山都市国際会議時のフォーラムの様子

第2回日本ジオパーク洞爺湖有珠山大会時のワークショップの様子

第５回 火山都市国際会議時の子どもフォーラムの様子
第５回 火山都市国際会議時の火山砂防と減災フォーラムの様子
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ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
肖
像

大
村
市
松
田
毅
一
南
蛮
文
庫

（　 　　　　）

　

キ
リ
ス
ト
教
イ
エ
ズ
ス
会
の

中
で
、巡
察
師（※

１
）と
い
う
重

要
な
役
割
を
持
っ
た
ヴ
ァ
リ
ニ

ャ
ー
ノ
が
、日
本
の
キ
リ
ス
ト
教

布
教
の
様
子
を
視
察
す
る
た
め

に
口
之
津
に
上
陸
し
ま
し
た
。口

之
津
開
港
か
ら
17
年
後
の
１
５

７
９
年
７
月
25
日
の
こ
と
で
す
。

　

当
時
、
ア
ル
メ
イ
ダ
、
ト
ル
レ

ス
、
フ
ロ
イ
ス
、
カ
ブ
ラ
ル
な
ど

日
本
に
た
く
さ
ん
来
て
い
た
宣

教
師
の
中
で
、ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ

は「
日
本
人
は
礼
儀
正
し
く
、
理

解
力
に
優
れ
て
い
る
」と
日
本
人

を
高
く
評
価
し
、「
日
本
人
の
教

育
」
を
大
切
に
し
ま
し
た
。そ
こ

で
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
は
口
之
津

に
全
国
の
宣
教
師
を
集
め
て
会

議
を
し
、有
馬
に
セ
ミ
ナ
リ
ヨ
と

い
う
日
本
人
青
少
年
の
た
め
の

神
学
校
を
開
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
１
５
８
２
年
、ヴ
ァ
リ

ニ
ャ
ー
ノ
は
有
馬
の
セ
ミ
ナ
リ

ヨ
で
教
育
を
受
け
た
12
〜
13
歳

の
千
々
石
ミ
ゲ
ル
、伊
東
マ
ン
シ

ョ
、
原
マ
ル
チ
ノ
、
中
浦
ジ
ュ
リ

ア
ン
の
４
人
の
少
年
を
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
へ
派
遣
し
ま
し
た
。こ
れ
を

「
天
正
遣
欧
少
年
使
節
」
と
い
い

ま
す
。日
本
の
少
年
を
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
に
派
遣
し
た
目
的
は
何
だ
っ

た
の
で
し
ょ
う
か
。第
一
に
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
を
直
接
体
験
さ
せ
て
、そ

の
こ
と
を
日
本
人
に
知
ら
せ
る
。

第
二
に
、キ
リ
ス
ト
教
が
ど
う
い

う
も
の
か
日
本
人
に
知
ら
せ
る
。

第
三
に
、キ
リ
ス
ト
教
の
最
高
指

導
者
に
合
わ
せ
て
教
皇
の
思
い

を
伝
え
、日
本
で
の
布
教
を
進
め

よ
う
と
考
え
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

ポ
ル
ト
ガ
ル
、
ス
ペ
イ
ン
、
イ

タ
リ
ア
な
ど
で
大
歓
迎
を
受
け

た
少
年
た
ち
の
心
の
中
は
驚
き

の
連
続
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う

か
。４
人
の
少
年
と
一
緒
に
行
っ

た
ド
ラ
ー
ド
は
印
刷
技
術
を
学

び
、加
津
佐
で
日
本
初
の
活
版
印

刷
を
し
ま
し
た
。

　

少
年
た
ち
は
、大
阪
城
で
豊
臣

秀
吉
に
会
い
、
歓
迎
さ
れ
、
西
洋

楽
器
で
の
演
奏
も
し
ま
し
た
。

　

４
人
の
少
年
の
う
ち
、千
々
石

ミ
ゲ
ル
は
ま
も
な
く
キ
リ
ス
ト

教
を
捨
て
、伊
東
マ
ン
シ
ョ
は
長

崎
で
病
死
、原
マ
ル
チ
ノ
は
マ
カ

オ
に
追
放
さ
れ
、そ
こ
で
亡
く
な

り
ま
し
た
。中
浦
ジ
ュ
リ
ア
ン
は
、

１
６
１
４
年
か
ら
10
年
間
口
之

津
に
隠
れ
住
み
、布
教
を
続
け
ま

し
た
。し
か
し
小
倉
で
捕
ま
り
、

長
崎
の
西
坂
の
丘
で
穴
吊
り
の

刑
に
よ
り
殉
教
し
ま
し
た
。

　

ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
は
口
之
津

に
来
航
し
た
後
、二
回
日
本
に
や

っ
て
き
て
、数
々
の
業
績
を
残
し

ま
し
た
。日
本
の
教
会
史
上
、
最

も
重
要
で
影
響
力
の
大
き
か
っ

た
人
で
す
。

※

１ 
巡
察
師
と
は…

ロ
ー
マ
に
本
部

が
あ
る
イ
エ
ズ
ス
会
の
総
長
の
特

使
と
し
て
、
世
界
各
地
の
イ
エ
ズ

ス
会
士
の
布
教
活
動
を
視
察
し
、

布
教
の
た
め
の
適
切
な
指
導
を
行

う
使
命
を
与
え
ら
れ
た
人

　

織
田
信
長
に
よ
り
日
本

が
天
下
統
一
さ
れ
よ
う
と

し
て
い
た
１
５
８
０
年
。

南
島
原
市
に
日
本
で
初
め

て
イ
エ
ズ
ス
会
の
中
等
教

育
機
関
「
有
馬
の
セ
ミ
ナ

リ
ヨ
」
が
創
立
さ
れ
ま
し

た
。
有
馬
の
セ
ミ
ナ
リ
ヨ

で
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
教
育
方
式
が
採
用
さ
れ
、

当
時
の
日
本
人
で
は
想
像
も
つ
か
な
い
よ
う
な

教
育
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
、
遠
く
ロ
ー
マ

に
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
セ
ミ
ナ
リ
ヨ
の
日
課

表
に
よ
り
４
０
０
年
前
の
戦
国
時
代
、
南
島
原

で
日
本
人
が
初
め
て
体
験
し
た
セ
ミ
ナ
リ
ヨ
の

授
業
を
再
現
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

＊
今
年
は
、
受
講
生
の
中
か
ら
８
人
を
ポ
ル
ト

ガ
ル
・
イ
タ
リ
ア
に
派
遣
す
る
団
員
選
考
も

兼
ね
て
い
ま
す
。　

　

１
５
８
２
年
２
月
長
崎
港
を
出
発
し
た
南
蛮

船
に
乗
り
込
み
、
日
本
で
初
め
て
の
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
派
遣
団
天
正
遣
欧
少
年
使
節
が
ロ
ー
マ
を
目

指
し
ま
し
た
。
４
人
の
少
年
た
ち
は
、
有
馬
の

セ
ミ
ナ
リ
ヨ
の
第
一
期
生
。
キ
リ
シ
タ
ン
大
名

有
馬
晴
信
、
大
村
純
忠
、
大
友
宗
麟
の
名
代
と

し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
日
本
人

の
存
在
を
知
ら
し
め
ま
し

た
。
今
年
、
口
之
津
開
港
４

５
０
年
記
念
事
業
と
し
て
、

ポ
ル
ト
ガ
ル
・
イ
タ
リ
ア
へ

の
訪
問
団
を
派
遣
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。
派
遣
団
は
市

内
中
学
生
を
は
じ
め
全
国
公

募
の
中
学
生
８
人
と
一
般
団

員
で
構
成
。

①
４
０
０
年
前
の
セ
ミ
ナ
リ
ヨ
授
業
体
験

◇
日　
時
／
６
月
16
日
㈯
〜
17
日
㈰

　
　
　
　
　
１
泊
２
日

◇
場　
所
／
願
心
寺

　
　
　
　
　
（
南
島
原
市
北
有
馬
町
谷
川
）

◇
参
加
費
／
１
人…

２
，０
０
０
円

◇
対　
象
／
市
内
中
学
生…

11
人

　
　
　
　
　
全
国
公
募…

11
人

◇
申　
込
／
５
月
31
日
㈭
ま
で
に
中
学
校
配

布
の
申
込
書
と
４
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙

２
枚
の
作
文
を
添
付
し
て
所
属
の
中
学
校

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
主　
管
／
有
馬
歴
史
研
究
会

②
ポ
ル
ト
ガ
ル
・
イ
タ
リ
ア
派
遣

◇
時　
期
／
８
月
２
日
出
発
予
定

◇
日　
程
／
９
泊
10
日

◇
訪
問
地
／
ポ
ル
ト
ガ
ル
・
イ
タ
リ
ア

◇
派
遣
団
員
／
セ
ミ
ナ
リ
ヨ
授
業
体
験
受
講

者
の
中
か
ら
選
考
で
市
内
中
学
生
４
人
、

　
全
国
公
募
中
学
生
４
人

◇
費　
用
／
６
万
円
程
度

問 

口
之
津
港
開
港
４
５
０
年
記
念
事
業

　

 

実
行
委
員
会
（
企
画
振
興
課
内
）

　

 

☎
０
５
０
（
３
３
８
１
）
５
０
３
０

６月２日㈯

６月３日㈰

戦国時代の地域リーダーたち
　打ち寄せる国際化の波、地方分権、熾烈な地域間競争など多くの問題を抱え
る現代の地方自治体。実は400年前の戦国の世に島原半島を治めていたキリシ
タン大名 有馬晴信の時代も現代に近い状況に置かれていました。むしろ戦乱に
明け暮れ、いつ何時、滅亡にさらされかねない戦国時代を、ときにはダイナ
ミックに、ときには巧みな戦略で切り抜け、さらには海外との国際交易で領土
繁栄につなげていった地方のリーダーたちがいました。九州を中心としたキリ
シタン大名たちです。

九州のキリシタン大名を顕彰
　平成24年６月５日はキリシタン大名で日野江城主有馬晴信の没後400年を迎
えます。有馬晴信は戦国時代、セミナリヨの誘致、海外交易、天正遣欧少年使
節派遣など、数々の偉業を達成してきました。
　南島原市では有馬晴信をはじめとするキリシタン大名サミットを開催しま
す。今回、400年前の戦国時代のトップがどのようにして地方の小国を守り、
維持・発展させようとしたのかをテーマとして九州各地の郷土の誇りとして顕
彰します。

秀吉時代の中央官僚

小 西  行 長
五野井 隆史氏

（東京大学名誉教授）

キリシタン王国を作った男

大 友  宗 麟
玉永 光洋氏

大分市教育委員会
文化財課 特別顧問

長崎を開港した男

大 村  純 忠
稲富 裕和氏

（大村市市史編纂室長）

セミナリヨを誘致した男

有 馬  晴 信
レンゾ・デ・ルカ氏

（日本二十六聖人記念館長）

コラム

　子どもたちにもわかるよう“ふりがな”・“簡単な言葉”で紹介しています。  CHAPTER.３

口之津港の壮大な歴史をたどる

巡
察
師 

ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ 

口
之
津
に
入
港

口
之
津
歴
史
民
俗
資
料
館 

館
長　

原 

田　

建 

夫

じ
ゅ
ん
さ
つ
し

せ
ん

き
ょ
う
し

て
ん
し
ょ
う
け
ん
お
う
し
ょ
う
ね
ん
し
せ
つ

じ
ゅ
ん
さ
つ

し

募  

集 

‼

有
馬
の
セ
ミ
ナ
リ
ヨ
授
業
再
現
事
業

① 

４
０
０
年
前
の
セ
ミ
ナ
リ
ヨ

　

 

の
授
業
を
体
験
！

② 

ポ
ル
ト
ガ
ル
・
イ
タ
リ
ア

　

 

派
遣

13：00　開場
13：30　開会　主催者あいさつ
13：50　有馬家の略歴　画像解説

有馬家第27代　有馬匡澄氏 紹介
14：00　上智学院理事長　高祖敏明氏 講演
15：10　朗読劇（400年前の西洋音楽再現）

ローマとのライブ 中継
15：30　キリシタン大名サミット

（九州の４キリシタン大名によるサミット）
17：00　日野江城・セミナリヨ常設展示場公開
19：30　セミナリヨの生徒たちが見た原風景

大手川のホタルの乱舞見学

8：30　受付
9：00　遠藤周作とセミナリヨ関係者の証言
9：20　日野江の城下町・有馬のセミナリヨガイド

遠藤周作が歩いた道と日野江城跡ガイド
11：00　解散

有馬晴信供養(自由参加）

キリシタン大名サミット
口之津開港４５０年記念事業

有馬晴信没後
４００年記念

九州の４キリシタン大名が集結 記 念 公 演戦国時代にタイムスリップ！

高 祖  敏 明氏
（上智大学 理事長）

日時：６月２日土～３日日　場所：北有馬ピロティー文化センター日野江

口
之
津
開
港
４
５
０
年
記
念
事
業
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３
月
31
日
、
13
人
の
南
島
原
市
職

員
が
退
職
し
ま
し
た
。

　
長
い
間
、
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

一
ノ
瀬
　
昌
之

（
建
設
部 

都
市
計
画
課
）
学校や体育館など公共施設の耐震
補強工事を進め、南島原市の安全・
安心なまちづくりに貢献します。

菅
　
　
秀
康

（
教
育
委
員
会 

学
校
教
育
課
）
本年度の学校教育課のスローガン
は「とことん学校を支える」です。
ひと・もの・こと・あらゆる学校
のサポートを追求します。

湯
治  

康
信

（
教
育
委
員
会 

学
校
教
育
課
）
初めての、市行政勤務ということ
で不安はありますが、地元南島原
市の子どもたちのために、とこと
ん頑張りたいと思います。

永
石
　
泰
敬

（
教
育
委
員
会 

学
校
教
育
課
）
有家生まれの有家育ちです。生ま
れ育ったふるさと南島原市の教育
のために、精一杯がんばります。
よろしくお願いします。

南
島
原
市
職
員
の
一
員
と
し
て

市
民
の
方
々
か
ら
の
信
頼
を
よ

り
一
層
深
め
、
よ
り
よ
い
南
島

原
市
に
す
る
た
め
に
尽
力
し
て

い
き
ま
す
。

初
心
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
、

日
々
、
勉
強
・
成
長
し
て
い
き

南
島
原
市
の
た
め
に
貢
献
で
き

る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

ま
だ
入
っ
た
ば
か
り
で

右
も
左
も
わ
か
り
ま
せ

ん
が
、
笑
顔
で
精
一
杯

頑
張
り
ま
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

萩 原  清 史
はぎ はら きよ ふみ

●担当課：教育総務課
●趣　味：野球

早
く
仕
事
に
慣
れ
、
一
日
で
も

早
く
皆
さ
ん
の
た
め
の
仕
事
が

で
き
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

山 中  康 弘
やま なか やす ひろ

●担当課：建設課
●趣　味：ランニング

地
域
住
民
の
方
々
が
各
々
の

趣
味
や
生
き
が
い
を
生
か
し

て
生
涯
を
通
し
て
快
適
に
学

ん
で
い
け
る
環
境
作
り
を
目

指
し
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

大 津  信 夫
おお つ のぶ と

●担当課：保険年金課
●趣　味：サッカー

中 村  和 行
なか むら かず ゆき

●担当課：税務課
●趣　味：
　車イスバスケット

安 永  健 星
やす なが けん せい

●担当課：生涯学習課
●趣　味：卓球

ま
だ
ま
だ
未
熟
者

で
す
が
、一
日
も
早
く
仕
事
を
覚

え
、南
島
原
市
職
員
と
し
て
市
民

の
皆
さ
ん
の
お
役
に
立
て
る
よ

う
一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す
。

大 熊  玲 奈
おお ぐま れ な

●担当課：商工観光課
●趣　味：読書

●時 間／午後７時30分～９時30分＊各会場共通

５月23日㈬

期　　日

加津佐青年婦人会館
（口之津・加津佐地区）

開　催　場　所

５月17日㈭ 深江公民館
（深江・布津地区）

５月18日㈮ 西有家総合学習センター
（有家・西有家地区）

５月21日㈪ 北有馬ピロティー文化センター日野江
（北有馬・南有馬地区）

問  秘書広報課  ☎０５０（３３８１）５００１

※どの日程にも自由に参加できます。
※会場については2地区の隔年開催とします。
　例：深江公民館（H24深江町）→布津世紀の泉（H25布津町）

●開催時間は、原則として平日の
午前 9 時から午後 9 時までの間
で、1 講座 2 時間以内です。

●職員の派遣費用は無料です。
　ただし、会場の確保や使用料な
どにかかる費用は団体の負担に
なります。

●申し込みは、支所または秘書広
報課に備えている「受講申込書」
で申し込んでください。
※講座の詳細は、「受講申込書」に
記載しているほか南島原市ホーム
ページでもご覧いただけます。

【お願い】　出前講座での陳情はで
きません。政治、宗教や営利活動
の集まり（中途や前後含む）には
お伺いできません。

　講座にはくらしと生活に関することのほか、健康づくり、まちづくり、
産業振興など、さまざまなメニューを用意しています。
　自治会や地域の団体での学習会、学校や事業所での研修などにご利用く
ださい。

問  秘書広報課 ☎０５０（３３８１）５００１

長
い
間
お
世
話
に

な
り
ま
し
た

今
年
か
ら
南
島
原
市
で
頑
張
り
ま
す
‼

新
規
採
用
職
員
と
県
か
ら
の
職
員
着
任
の
紹
介

市民協働のまちづくり

市政出前講座
「市を知りたい」、「いろいろ知りたい」を

あなたのもとへ

平成24年度 

南島原市が合併して今年で７年目。
市への提言‼
市への政策提案‼
何でも結構です。
市長と一緒に、
南島原市の未来を考えてみませんか？

どなたでも
参加ＯＫ！

あ
な
た
の

を
市
政
に
。

声

市政懇談会を開催します‼
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市役所の担当課がわからないときは  ☎０５０（３３８１）５０００（代表）へ
も/申込方法　問/お問い合わせ　と/日時　ば/場所　対/対象者　定/定員　り/料金 も/申込方法　問/お問い合わせ　と/日時　ば/場所　対/対象者　定/定員　り/料金

市役所の担当課がわからないときは  ☎０５０（３３８１）５０００（代表）へ

　国際交流員「アンナ・スペッキオ」のイタリア文化
講座を開催します。簡単ですぐに使えるイタリア語と
イタリア文化を学びます。
　アンナさんとおしゃべりをして、楽しい時間を過ご
しましょう。

イタリア文化講座 受講生募集

と ５月24日㈭から全７回（毎週木曜日）
　【昼の部】午後２時～３時30分
　【夜の部】午後７時30分～９時
ば 西有家総合学習センター
定 各20人（応募多数の場合は抽選）
り 無料
し ５月15日㈫
も 電話、FAX、Eメールで申し込んでください。

あ 企画振興課　☎０５０（３３８１）５０３０
　 ℻０９５７（８２）３０８６
　 Eメール kikaku@city.minamishimabara.lg.jp

アンナの「パルロ イタリアーノ」

特別版

　過去２年以内の国民年金加入期間のうち、保険
料納付の確認ができない期間がある場合、以下の
委託事業者より電話・文書・戸別訪問により納付
のご案内をさせていただく場合があります。
　この民間委託は、従来、国が行っていた国民年
金保険料の収納業務の一部を民間委託業者に委
託し、低コストでより良いサービスの提供を目指
しているものです。

【受託事業者（平成24年４月１日現在）】
●事業者名
　日立キャピタル債権回収・日立キャピタル共同企業体
　フリーダイヤル ☎０１２０ｰ２１１ｰ７２５
＊民間委託についての詳細は、日本年金機構ホームページで確認
　できます。
●日本年金機構ホームページ  http://www.nenkin.go.jp/

問 諫 早 年 金 事 務 所  ☎0957（25）1666
　 南島原市 保険年金課  ☎050（3381）5039
　 または 各支所

対 

次
の
い
ず
れ
か
を
計
画
し
て
い
る
人
で
、
平
成

22
年
４
月
１
日
以
降
に
国
の
補
助
金
申
込
受
理
決
定

通
知
を
受
け
て
い
る
人

・
本
人
ま
た
は
家
族
が
有
す
る
市
内
の
専
用
住
宅
に

住
ん
で
い
る
人

・
兼
用
住
宅
に
新
た
に
太
陽
光
発
電
設
備
を
設
置
す

る
人

・
個
人
で
、
市
内
に
居
住
用
の
太
陽
光
発
電
設
備
付

き
建
売
住
宅
を
購
入
す
る
人

●
補
助
金
額
／
１
基
あ
た
り
６
万
円

●
対
象
件
数
／
２
０
０
基

　
（
先
着
順
。
１
世
帯
１
基
ま
で
）

●
ど
ん
な
影
響
が
あ
る
の
？

　

目
が
チ
カ
チ
カ
・
シ
ョ
ボ
シ
ョ
ボ
し
た
り
、
涙
が

た
く
さ
ん
出
た
り
、
喉
や
鼻
の
粘
膜
が
ヒ
リ
ヒ
リ
し

て
痛
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
注
意
報
が
発
令
さ
れ
た
ら
？

　

次
に
注
意
し
て
行
動
し
て
く
だ
さ
い
。

①
屋
外
で
の
激
し
い
運
動
を
避
け
、
身
体
に
異
常
を

感
じ
た
ら
、
屋
内
で
十
分
に
休
み
ま
し
ょ
う
。

②
眼
や
喉
に
異
常
が
あ
っ
た
ら
、
き
れ
い
な
水
で
う

が
い
や
洗
眼
を
し
ま
し
ょ
う
。

③
症
状
が
改
善
し
な
い
場
合
は
、
医
師
の
診
察
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。

④
症
状
を
自
覚
し
た
場
合
は
、
保
健
所
へ
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

　
市
で
は
、
住
宅
に
太
陽
光
発
電
設
備
を
設
置
す
る

人
に
補
助
を
行
い
ま
す
。

光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
と
は
？

　
工
場
の
煙
突
か
ら
出
る
ば
い
煙
や
自
動
車
排
気
ガ
ス

に
含
ま
れ
る
大
気
汚
染
物
質
に
太
陽
の
光
が
作
用
す
る

と
、
空
気
中
に
オ
ゾ
ン
の
よ
う
な
刺
激
の
あ
る
物
質
が

で
き
て
、
人
間
の
皮
膚
や
粘
膜
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
物
質
を
光
化
学
オ
キ
シ
ダ

ン
ト
と
い
い
ま
す
。

　
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
と
も
呼
ば
れ
ま
す
。

●
受
け
付
け
る
業
種

　

建
設
工
事
、
測
量
・
建
設
コ
ン
サ
タ
ン
ト
、
業
務

委
託
、
物
品
の
製
造
請
負
お
よ
び
買
入
れ

●
受
付
期
間

　
５
月
１
日
㈫
〜
12
月
28
日
㈮

●
提
出
方
法

　

持
参
ま
た
は
郵
送
（
当
日
消
印
有
効
）
書
類
を
フ

ラ
ッ
ト
フ
ァ
イ
ル
（
紙
フ
ァ
イ
ル
）Ａ
４
判
た
て
型

に
と
じ
て
提
出

●
有
効
期
間

　
平
成
25
年
３
月
31
日

●
そ
の
他

　

申
請
書
様
式
と
要
項
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
（
管
財
契
約
課
に
も
有

料
で
準
備
し
て
い
ま
す
）。

　
南
島
原
市
が
発
注
す
る
工
事
や
物
品
な
ど
の
競
争
入

札
、随
意
契
約
へ
の
参
加
を
希
望
す
る
市
内
事
業
者
（
本

社
）
ま
た
は
市
内
自
営
業
者
は
、
受
付
期
間
内
に
申
請

書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
平
成
24
年
度
入
札
参
加
資
格
申
請
を
す
で
に
提
出
さ

れ
て
い
る
場
合
は
、
申
請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　木々の緑が光り輝く季節になりましたね。移り変わる季節ですが、アンナにとっ
ては相変わらずのビールです。
　「何のビールが好きか？」とよく聞かれるので、紹介したいと思います。
　まず、コクが深いビールが好きなので、ドライは飲みきらんです…。
　そうえば、日本のホームメードビールもあると知っていますか。
遠くへいかずとも、宮崎県でも作られていますよ！
　本場ヨーロッパのビールも “ヤッチャウマカ ”と思います。

　ベルギーのトラピスト並びにあるドイツのヴァイスビアが大好きです。しかし、この本格的なビー
ルはスーパーなどで売られてないため、専門店まで行かないと買えません。残念！
　私がスーパーで買うビールは、辛口じゃないビールが好きです。ちなみに、泡の作り方がビー
ルの味わいを左右します。同じビールでも泡の有無によって味が全然違います。泡がないほう
がダイレクトに味わいが感じられます。私見ではなく、すべてのビールの試飲の方が同感です。
　それでは、皆さん５月の空の下で好きなビールを味わいながらゆっくりしましょう！

＊追伸：飲酒は20歳になってから。ほどよく、たのしく、いいお酒をこころがけましょう。

教えて！国民年金 日本年金機構では、国民年金保険料の納付の
ご案内について民間委託を実施しています

太
陽
光
発
電
設
備
設
置
費

を
補
助
し
ま
す

問 

環
境
課　
☎
０
５
０
（
３
３
８
１
）
５
０
４
１

光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
！

問 

環  

境  

課　
☎
０
５
０（
３
３
８
１
）５
０
４
１

県
南
保
健
所　
☎
０
９
５
７（
６
２
）３
２
８
７

入
札
参
加
資
格
申
請
の

市
内
業
者
随
時
受
け
付
け

を
行
い
ま
す

問 

管
財
契
約
課  

☎
０
５
０（
３
３
８
１
）５
０
２
２

〒
８
５
９
ー
２
２
１
１ 

南
島
原
市
西
有
家
町
里
坊
96
番
地
２
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も/申込方法　問/お問い合わせ　と/日時　ば/場所　対/対象者　定/定員　り/料金

市役所の担当課がわからないときは  ☎０５０（３３８１）５０００（代表）へ

５月の各図書館行事とお知らせ

11年前に、私の母の出身の口之津町にUターンで帰省しました。

南島原市は自然豊かで、食べ物もおいしいものばかり。

私が小さいときの口之津町の印象は、船員のまちとしてに

ぎやかな印象でした。南島原市に帰ってきて若者が少なく

なっているのが正直寂しいです。今年は口之津開港450年の節目の年で、記

念事業が成功することを祈っています。私が好きなふるさと南島原市が、さ

らに躍進することを心から応援しています。がんばってください。

　西有家図書館より、図書館だより『はんづがめ』をご紹介します。『はんづがめ』は、昔、炊事など生活に必要な水
を貯めておいた「かめ」のことだそうです。つまり、生活に無くてはならないものでした。図書館が、人々の生活に無
くてはならないものであってほしいという願いを込めて、その名前をつけました。『はんづがめ』の中に「ブックリレー」
というコーナーがあります。そこでは、市民の皆さんの読書についての思いやお薦めの本などを紹介しています。これ
まで、多くの人のご協力で続けられています。これからも、図書館と本と皆さんをリレーでつないでいきたいと思います。

『
誕
生
石
は
ム
ー
ン
ス
ト
ー
ン
』

岡
田
な
お
こ
／
作

桑
原　

良
江
／
絵

新
日
本
出
版
社
／
絵

　

精
神
不
安
定
な
マ
マ
、
家
を
出

て
し
ま
っ
た
パ
パ
。
不
幸
て
ん
こ

盛
り
の
し
ず
く
の
家
に
、
パ
ワ
フ

ル
な
マ
マ
の
妹
の
ミ
キ
ち
ゃ
ん
が

突
然
や
っ
て
き
た
。

　

ま
ぶ
し
い
夏
ま
で
あ
と
少
し
。

ム
ー
ン
ス
ト
ー
ン
に
導
か
れ
た
二

人
の
行
き
先
は
？
小
学
生
高
学
年

か
ら
中
学
生
向
け
で
す
。

『
サ
ラ
の
柔
ら
か
な
香
車
』

橋
本
長
道
／
著

集
英
社
／
出
版

「
才
能
っ
て
何
だ
ろ
う
？
天
才
っ
て

ど
う
い
う
こ
と
だ
ろ
う
？
」
プ
ロ
棋

士
を
目
指
し
て
挫
折
し
た
２
６
歳
の

瀬
尾
は
、
自
暴
自
棄
に
暮
ら
す
日
々

の
中
で
、
ブ
ラ
ジ
ル
生
ま
れ
の
美
少

女
サ
ラ
に
出
会
う
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
と
れ
な
い

サ
ラ
に
瀬
尾
が
将
棋
を
教
え
こ
む

と
、
彼
女
は
徐
々
に
強
く
な
り
、
い

つ
し
か
驚
く
べ
き
才
能
が
開
花
す

る
。
第
24
回
小
説
す
ば
る
新
人
賞
受

賞
作

▼加津佐図書館
・『工作教室』
　５月26日㈯　14時～15時
▼口之津図書館
・『読みつがれている本の展示』
　５月13日㈰まで

▼原城図書館
・『ゴールデンウィークスペシャル試写会』 
　５月３日㈭～５日㈯　14時～（視聴覚室）
・『母の日似顔絵展』
　５月12日㈯～20日㈰ （視聴覚室）

▼西有家図書館
・『まいにちおはなし』
　５月13日㈰まで
　乳幼児向け…11時～ 小学生向け…16時～
　金曜日は、16時からのみ

▼深江図書館
・『本のおたのしみ袋』 
　４月28日㈯～５月６日㈰

　成人女性にうれしいお知らせです。ストレッチや
簡単な筋トレなど、教室後も自宅で続けられる「ス
レンダー教室」を開催します。定員がありますので、
お早めに応募ください。

と ６月22日㈮、７月９日㈪、７月20日㈮、
　 ８月３日㈮ の全４回
　 午前９時30分～正午
ば 深江公民館
り 無料
対 64歳以下の成人女性
定 20人（定員になり次第、募集終了）
な ・音楽に合わせて楽しくエアロビクス
　 ・家でもできる簡単筋トレ
　 ・全身すっきりストレッチ
し ６月８日㈮
も 電話、メールで申し込んでください。

と ６月22日㈮、７月９日㈪、７月20日㈮、
　 ８月３日㈮ の全４回
　 午前９時30分～正午
ば 深江公民館
り 無料
対 64歳以下の成人女性
定 20人（定員になり次第、募集終了）
な ・音楽に合わせて楽しくエアロビクス
　 ・家でもできる簡単筋トレ
　 ・全身すっきりストレッチ
し ６月８日㈮
も 電話、メールで申し込んでください。

と ６月22日㈮、７月９日㈪、７月20日㈮、
　 ８月３日㈮ の全４回
　 午前９時30分～正午
ば 深江公民館
り 無料
対 64歳以下の成人女性
定 20人（定員になり次第、募集終了）
な ・音楽に合わせて楽しくエアロビクス
　 ・家でもできる簡単筋トレ
　 ・全身すっきりストレッチ
し ６月８日㈮
も 電話、メールで申し込んでください。

　一般の歯科医院では治療が困難な障害者（児）など
を対象に、専門医による歯科診療を行います。

と ①６月：１日、８日、15日、22日、29日
　　 ７月：６日、13日、20日、27日
　 ②平成25年１月：11日、18日、25日
ば ①県南保健所（島原市）
　 ②南本町公民館（雲仙市小浜町）
対 一般の歯科診療所に通院しにくい障害者（児）
　（現在、一般歯科診療所に通院中または通院可能
　な方を除く）
り 保険診療のみ（一部負担金は自己負担になります）
な 歯科医師、歯科衛生士によるむし歯治療、歯周治
　 療、予防処置、摂食指導、他歯科相談
も 健康対策課、福祉課障害福祉班、各支所に「歯科巡
　 回診療申込書」（様式は備えています）を提出して
　 ください。印鑑が必要です。
〆 ①５月21日㈪　
　 ②12月17日㈪　

私も応援しています 小嶺 スヱ子さん（口之津町）

■現金寄附 

5,242万7,247円
■寄贈品（７件）

3,850万円相当

現在累計（平成24年３月末日現在）

【お問い合わせ】
＊詳しいことは、館内ポス
　ターや各図書館でご確認
　ください。

深江図書館　☎050（3381）5125
有家図書館　☎050（3381）5046
西有家図書館　☎050（3381）5155
原城図書館　☎050（3381）5078
口之津図書館　☎050（3381）5186
加津佐図書館　☎050（3381）5119

児童書

小説

vol.71vol.71vol.71

図書館紹介『西有家図書館』南島原市西有家町須川493番地3

南島原市図書館だより南島原市図書館だより南島原市図書館だより

問 健康対策課　☎０５０（３３８１）５１４１
　 E メール
　 kenkoutaisaku@city.minamishimabara.lg.jp

美しく、そして健康に

「スレンダー教室」

特設人権相談所を
開設します

問 健康対策課　☎０５０（３３８１）５１４１

平成24年度  県南地域障害者

巡回歯科診療のお知らせ

10：00～
16：00　

６
月
４
日
㈪

10：00～
16：00　

６
月
５
日
㈫

深 江 町 深 江 公 民 館 渡邊　　林・古川さわ子 ☎050ｰ3381ｰ5124

有 家 町 ありえコレジヨホール 鳥居　謙喜・吉永　桂子 ☎050ｰ3381ｰ5047

北有馬町 北有馬老人福祉センター 宮本　　昇・寺田ユキヱ ☎0957ｰ84ｰ2537

口之津町 口 之 津 公 民 館 青木　喬一・原田　弓枝 ☎050ｰ3381ｰ5184

布 津 町 布 津 公 民 館 平川　忠昭・吉田アツ子 ☎050ｰ3381ｰ5134

西有家町 西有家総合学習センター 近藤　正治・寺田　道子 ☎050ｰ3381ｰ5154

南有馬町 原城オアシスセンター 藤田　茂穂・法務局職員 ☎050ｰ3381ｰ5079

加津佐町 加津佐総合福祉センター 成末　浩二・荒木　志津 ☎0957ｰ87ｰ4729

実施日 受 付 時 間 地 区 名 相 談 会 場 相 談 員 会 場 電 話 番 号

「人権擁護委員の日」による特設人権相談所を開設します。
家庭内の問題（DVや遺産相続）隣近所のトラブル（土地問題）など
様々な悩み事や心配ごとを各地域の人権擁護委員が受付けます。
相談は無料で秘密は厳守しますのでお気軽にご相談ください。

も・問 企画振興課　☎０５０（３３８１）５０３０
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※納期限は、毎月15日から月末日までとなっていますが、月末が土曜日・日曜日・祝日にあたる
　ときはその翌平日になります。※ただし、12月は25日㈫となっています。

2 月

1 月

1 2 月

1 1 月

1 0 月

9 月

8 月

7 月

6 月

5 月

納付月 納 期 限 市 県 民 税 固定資産税 軽自動車税

平成25年

５月31日㈭

７月２日 ㈪

７月31日㈫

８月31日㈮

10月１日㈪

10月31日㈬

11月30日㈮

12月25日㈫

1月31日㈭

2月28日㈭

※

1 期 分 全 期 分

2 期 分

3 期 分

4 期 分

1 期 分

2 期 分

3 期 分

4 期 分

市内各金融機関に備えてある「南島原市口座振替依
頼書」で手続きができます。
【手続きには通帳と届出印が必要です。】
●取扱金融機関 
　㈱十八銀行・島原雲仙農業協同組合・㈱長崎銀行・
　㈱親和銀行・九州労働金庫・ゆうちょ銀行
※口座振替で納付の方は、各納期に前もって預金残
　高の確認をお願いします。

　身体などに障害がある人のために使用する
軽自動車などで、一定の要件を満たす場合、
申請により軽自動車税が減免されます。
　また、社会福祉法人の所有する車で、専ら
本来の事業に利用する軽自動車なども申請に
より減免されます。　

受 付 期 間

5月15日㈫～5月24日㈭
＊詳しくは税務課または各支所にお尋ねください。

●お問い合わせ　税務課  市民税班
☎050（3381）5023

　自動車税・軽自動車税は、お近くの金融
機関などで納期内に納めましょう。
コンビニエンスストアでも納付できますの
でご利用ください。

●課題
　①子どもと女性の犯罪被害防止
　②住宅を対象とした侵入犯罪防止
　③万引き防止
　④自転車盗難防止
　⑤暴力団追放
●応募資格／問いません
●応募のきまり
　＊未発表の作品に限ります。作品はお返ししません。 
　応募作品の裏面に、住所、氏名（フリガナ）、
年齢、電話番号、職業または学校名、学年
を明記してください。
　【全国統一ポスター】
　・B3判、A2判相当の横書きで作ってくだ
　さい。
　・作品にスローガン（キャッチコピー）の
　文字は入れないでください。
　【全国統一標語（キャッチコピー）】
　・応募は、一課題につき一人１点。
　・郵便はがきか、はがき大のものに縦書き
　で、一枚の用紙に1点のみお書きください。
●送付先／南島原警察署　生活安全係
　　　　　（南島原市口之津町丙2113番地13）
●応募締切／平成24年6月1日㈮

　市では、ＦＲＰ漁船の廃船処理費用の一部
を補助しています。

●補助金額／廃船処理費用の３分の１以内  
 （100円未満切捨て）
●限度額／１隻当たり５万円
●対象船舶／南島原市内に住所を有する漁業
　者が所有するＦＲＰ漁船
※プレジャーボートは対象外
※申請方法等の詳細については、水産課にお
問い合わせください。

●自動車税のお問い合わせ　県央振興局 税務部
☎0957（22）0508

●軽自動車税のお問い合わせ　税務課 市民税班
☎050（3381）5023

国民健康保険税

1 期 分

2 期 分

3 期 分

4 期 分

5 期 分

6 期 分

　平成24年度から全国のコンビニエンスストア（以下、コンビニ）および九州管
内ゆうちょ銀行・郵便局（沖縄県を除く）で市税の納付ができるようになります。
　これまで利用していた金融機関の納付に加えて、九州管内のゆうちょ銀行・郵
便局（沖縄県を除く）と、全国のコンビニで納付が可能となり、24時間いつでも
気軽に市税の納付ができます。

●コンビニ納付ができるものは
平成24年度以降に発行され、バーコードが印字さ
れている30万円以下の納付書で、次の４税です。
市県民税、固定資産税、軽自動車税、国民健康保
険税

●コンビニ納付ができない場合
▽バーコードが印字されていないもの
▽バーコードが読み取れないもの
▽金額の訂正があるもの
▽納付期限が過ぎたものなど

納期限を過ぎた場合は、その納付書を持参のうえ、市役所および各支所にて、
納付書の再交付を受けて納付してください。納期限を過ぎた場合

忙しい時などは、
コンビニ納付を
活用してください。

●お問い合わせ  税務課 税制徴収班
　　　　    ☎050（3381）5023

平成24年度  納税カレンダー（保存版）

ポスターと標語を募集します‼

ＦＲＰ漁船の廃船処理費用の
一部を補助します

平成24年（2012） 全国地域安全運動・全国暴力追放運動

問 水産課　☎０５０（３３８１）５０６１

軽自動車税の減免申請について

自動車税・軽自動車税の
納期限は ５月31日㈭ です

市税の納付は
三拍子そろった口座振替で!!

便利・ ・安心 確実

市税のコンビニおよび九州内のゆうちょ銀行・
郵便局（沖縄県を除く）収納開始
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３
月
21
日
、
近
藤
誠
一
文
化
庁
長
官
と
矢
野
和
彦
文
化
庁

記
念
物
課
長
が「
長
崎
の
教
会
群
と
キ
リ
ス
ト
教
関
連
遺
産
」

の
構
成
資
産
候
補
と
な
っ
て
い
る
『
原
城
跡
』、『
日
野
江
城

跡
』、『
吉
利
支
丹
墓
碑
』

を
視
察
す
る
た
め
、
南
島

原
市
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

近
藤
長
官
は
長
崎
の

教
会
群
と
キ
リ
ス
ト
教

関
連
遺
産
を
「（
群
馬
県

の
富
岡
製
糸
場
と
並
ん

で
）
現
時
点
で
ユ
ネ
ス
コ

へ
の
推
薦
に
も
っ
と
も

近
い
。」
と
評
価
し
ま
し

た
。

　

今
後
は
、
７
月
ご
ろ
に
国
の
文
化
審
議
会
で
国
内
の
推
薦

資
産
が
決
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
「
長

崎
の
教
会
群
と
キ
リ
ス
ト
教
関
連
遺
産
」
の
推
薦
が
決
定
さ

れ
れ
ば
、
来
年
の
１
月
ご
ろ
に
ユ
ネ
ス
コ
に
世
界
遺
産
登
録

の
た
め
の
推
薦
書
が
提
出
さ
れ
、
平
成
26
年
の
世
界
遺
産
委

員
会
で
世
界
遺
産
登
録
の
可
否
が
決
定
さ
れ
ま
す
。

　

平
成
24
年
４
月
に
西
有
家
町
の
南
島
原
消
防
署
横
に
南
島

原
市
須
川
港
多
目
的
防
災
広
場
が
完
成
し
、
５
月
１
日
か
ら

供
用
を
開
始
し
ま
す
。

　

こ
の
広
場
は
通
常
、
市
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
開
放
し
ま

す
が
、
災
害
時
に
は
避
難
場
所
や
ヘ
リ
ポ
ー
ト
等
に
活
用
し

ま
す
。
ま
た
、
敷
地
内
に
は
毛
布
や
水
、
発
電
機
等
の
非
常

用
備
品
を
備
蓄
す
る
倉
庫
も
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

広
場
を
一
部
占
用
し
て
利
用
し
た
い
場
合
は
、
事
前
に
申

請
が
必
要
で
す
。
使
用
料
は
無
料
で
す
が
、
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

総
務
課 

☎
０
５
０（
３
３
８
１
）５
０
２
０

　

４
月
２
日
、
原
城
文
化
セ
ン
タ
ー
で
南
島
原
市
学
校
給
食

会
の
発
足
式
が
あ
り
、
南
島
原
市
内
の
新
た
な
給
食
会
組
織

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

市
内
の
８
給
食
会
の
統

合
は
、
南
島
原
市
合
併
協

議
会
以
来
の
懸
案
事
項
で

し
た
が
、
職
員
の
待
遇
な

ど
の
格
差
か
ら
統
合
作
業

が
遅
れ
て
い
ま
し
た
。
市

発
足
以
来
、
７
年
目
を
迎

え
た
今
回
の
新
組
織
発
足

に
よ
り
、
同
一
条
件
で
の

学
校
給
食
業
務
を
行
う
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

　

新
組
織
は
本
所
を
北
有

馬
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
に

置
き
、
市
内
15
カ
所
の
調

理
場
で
約
４
千
人
の
児
童

生
徒
に
学
校
給
食
を
配
食

す
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。
発
足
式
後
の
新
学
期

か
ら
は
早
速
、
給
食
業
務

を
開
始
。
新
た
な
体
制
で

安
心
で
安
全
な
学
校
給
食

を
調
理
し
て
い
ま
す
。

　

４
月
14
日
、
島
原
の
乱
の
犠
牲
者
を
追
悼
す
る

イ
ベ
ン
ト
第
21
回
原
城
一
揆
ま
つ
り
が
原
城
跡
周

辺
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

昼
の
部
は
、
南
有
馬
中
学
校
生
徒
に
よ
る
島
原

の
乱
の
様
子
を
再
現
し
た
演
舞
「
落
城
の
賦
」
や

天
草
四
郎
率
い
る
一
揆
軍
と
幕
府
軍
に
よ
る
ク
イ

ズ
バ
ト
ル
、
島
原
七
万
石
踊
り
な
ど
の
ス
テ
ー
ジ

イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

夜
の
部
は
、
市
民
が
提
灯
を
手
に
原
城
跡
を
歩

く
追
悼
行
列
や
、
追
悼
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
い
の
り
を
い
ろ
ど
る
キ
ャ
ン
ド
ル
コ
ン

テ
ス
ト
も
行
わ
れ
、
原
城
は
一
日
中
、
い
の
り
の

気
持
ち
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

口
之
津
開
港
４
５
０
年

記
念
事
業
の
Ｐ
Ｒ
大
使
に

ベ
イ
ガ
船
長
就
任

　

４
月
14
日
に
原
城
一
揆
ま
つ

り
で
、
口
之
津
開
港
４
５
０
年

記
念
事
業
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
の
お
披
露
目
会
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
の
名
前
は
、
ベ
イ
ガ
船
長
。

ベ
イ
ガ
船
長
は
１
５
６
２
年
口

之
津
開
港
し
た
５
年
後
の
１
５

６
７
年
に
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
が

３
隻
口
之
津
港
に
到
着
し
た
と

き
の
船
長
で
す
。

　

お
披
露
目
会
で
は
ベ
イ
ガ
船

長
を
記
念
事
業
の
Ｐ
Ｒ
大
使
に

任
命
。
今
後
、
い
ろ
い
ろ
な
イ

ベ
ン
ト
な
ど
で
、
記
念
事
業
の

啓
発
活
動
を
し
て
い
き
ま
す
。

　

満
開
の
桜
の
下
で
、
南
島
原
市

桜
ま
つ
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

メ
ー
ン
会
場
と
な
る
旧
口
之
津

第
二
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
は
、

南
島
原
の
菓
子
店
が
集
合
し
た

「
南
島
原
ス
イ
ー
チ
ュ
」
や
、
移

動
販
売
屋
台
村
が
大
集
合
。
ど
の

店
も
長
蛇
の
列
が
で
き
る
ほ
ど
の

大
盛
況
ぶ
り
。
来
場
者
は
絶
品
の

品
々
に
舌
鼓
を
う
ち
な
が
ら
楽
し

い
一
日
を
存
分
に
楽
し
み
ま
し

た
。

●名前：ベイガ船長
　（トリスタン・ヴァス・デ・ヴェイガ）
●自称：日本一背の高い歩行可能なユルキャラ
●ＰＲ活動時間：15分～20分
 （それ以上は体力の限界）
●身長：3m50cm
●体重：ワイン20本分ぐらい
●最後に一言：南島原市は海も山もあり、
　とても素晴らしい所です。
　ＰＲ大使として頑張っていきます。

世
界
遺
産
登
録
に
向
け
て

〜 

文
化
庁
長
官
が
視
察 

〜

安
全
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
し
て

提
灯
を
手
に
島
原
の
乱
の
犠
牲
者
を
追
悼

〜 

須
川
港
多
目
的
防
災
広
場
完
成 

〜

こ
れ
か
ら
も
美
味
し
い
給
食
を

お
願
い
し
ま
す

〜 

南
島
原
市
学
校
給
食
会
発
足
式 

〜

〜 

第
21
回 

原
城
一
揆
ま
つ
り  

〜

花
よ
り
ス
イ
ー
チ
ュ
!?

〜 

南
島
原
桜
ま
つ
り 

４
月
１
日 

〜

島原半島世界ジオパークの見どころ
の一つである龍石海岸が間近に見え
る素晴らしいロケーションにありま
す。一度ご利用ください。

原城跡（南有馬町）日野江城跡（北有馬町）

吉利支丹墓碑（西有家町）
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「深江町若葉台自治会公民
館」は、自治総合センター
の宝くじ事業の助成金をい
ただき、建設されました。

　

深
江
町
の
若
葉
台
自
治
会
が
平
成
23
年
度
コ
ミ
二
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
助
成
事
業
で
自
治
会
公
民
館
を
新
築
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
地
域
の
安
全
や
課

題
解
決
、
連
帯
感
な
ど
の
自

治
会
コ
ミ
二
テ
ィ
意
識
を
強

く
す
る
と
共
に
、
地
域
住
民

の
交
流
や
連
携
を
育
み
、
気

軽
に
集
え
る
コ
ミ
二
テ
ィ
施

設
と
し
て
利
用
さ
れ
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　平成24年３月に加津佐地区消防団の３分団
と４分団の詰所が新築されました。地域の消
防防災活動における新しい拠点となることが
期待されます。

　４月２日、消防団の団長、地区団長に対して辞令交付式が行わ
れました。任期は３年。これからも市民の守り役としてよろしく
お願いします。また、布津町の大平國泰地区団長が消防長官表彰
（永年勤続功労）を受賞され、市長から伝達がありました。

　

４
月
２
日
か
ら
福
祉
タ

ク
シ
ー
利
用
券
の
交
付
を

開
始
し
ま
し
た
。

　

こ
の
制
度
は
、
在
宅
の

高
齢
者
や
障
が
い
者
の
タ

ク
シ
ー
料
金
を
一
部
助
成

す
る
こ
と
で
、
外
出
機
会

を
促
し
社
会
活
動
の
範
囲

を
広
め
て
も
ら
い
、
福
祉

の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
利
用
券
を
交

付
す
る
も
の
で
す
。

　

交
付
開
始
日
の
２
日
は
、
多
く
の
人
が
受
け
取
り
に
足
を

運
ん
で
い
ま
し
た
。

　

４
月
14
日
、
北
有
馬

幼
稚
園
児
と
保
護
者
の

約
40
人
が
、
市
の
花
と

し
て
定
め
て
い
る
ひ
ま

わ
り
の
種
を
園
の
敷
地

内
の
畑
に
植
え
ま
し

た
。

　

園
児
た
ち
は
、
楽
し

そ
う
に
種
ま
き
や
土
い

じ
り
を
し
て
い
ま
し

た
。

　

輝
く
太
陽
に
向
か
っ
て
力
強
く
伸
び
、
あ
た
た

か
な
日
差
し
を
浴
び
て
咲
く
ひ
ま
わ
り
の
様
に
、

園
児
た
ち
も
大
き
く
、
明
る
く
、
元
気
に
育
っ
て

ほ
し
い
で
す
ね
。

　

口
之
津
町
の
栗
田
幸
隆
さ
ん
か
ら
、
日
本
と

ポ
ル
ト
ガ
ル
国
旗
、
そ
し
て
南
島
原
市
の
市
旗

を
立
て
た
升
30
個
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
栗
田

さ
ん
は
、「
記
念
事
業
を
企
画
し
て
い
た
だ
き

感
謝
し
て
い
る
。
何
か
自
分
で
で
き
る
こ
と
は

な
い
か
と
考
え
て
い
る
時
に
升
を
思
い
出
し
、

升
を
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
に
見
立
て
製
作
し
ま
し

た
。
升
を
庁
舎
に
飾
っ
て
雰
囲
気
を
出
し
て
ほ

し
い
で
す
」
と
話
し
ま
し
た
。
栗
田
さ
ん
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

３
月
17
日
に
、
熊
本
県

で
行
わ
れ
た
第
10
回
オ
ー

ル
九
州
Ｂ
＆
Ｗ
シ
ョ
ウ

（
乳
牛
の
共
進
会
）
で
、

南
有
馬
町
の
西
田
保
弘
さ

ん
が
出
品
し
た
乳
牛
「
ニ

シ
ダ
フ
ァ
ー
ム
カ
イ
ト

パ
ー
ク
」
号
が
、
グ
ラ
ン

ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
を
獲
得

し
ま
し
た
。

　

西
田
さ
ん
に
と
っ
て
、

第
１
回
大
会
・
第
９
回
大

会
に
続
き
、
３
回
目
の
九

州
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
。
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券

交
付
し
て
い
ま
す

ひ
ま
わ
り
大
き
く
な
〜
れ

〜 

北
有
馬
幼
稚
園
親
子
触
れ
合
い
体
験 

〜

口
之
津
開
港
４
５
０
年

記
念
事
業
に
感
謝

〜 

船
に
見
立
て
た
升
を
寄
贈 

〜

九
州
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

〜 

第
10
回
オ
ー
ル
九
州
Ｂ
＆
Ｗ
シ
ョ
ウ 

〜

宝
く
じ
助
成
事
業
で

自
治
会
公
民
館
を
建
設

〜 

平
成
23
年
度 

コ
ミ
二
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
助
成
事
業 

〜

南島原市加津佐地区
消防団詰所完成

市民の安心と安全をよろしくお願いします

100歳
おめでとうございます
～いつまでもお元気で～

福田　敬藏さん（加津佐町）
明治45年２月６日生まれ

菅原ツマ子さん（加津佐町）
明治45年３月22日生まれ

●加津佐地区第３分団詰所　　　　　　
　場所：加津佐海洋センター駐車場地内
　構造：木造平屋建　延床面積：53.36㎡

●加津佐地区第４分団詰所　　　　　　
　場所：加津佐町津波見地区
　構造：木造２階建　延床面積：61.49㎡

～ 南島原市消防団辞令交付式 ～

●申請受付・交付期間
　４月２日㈪～平成25年３月29日㈮
●助成内容
　利用券１枚につき５００円の割引
　（１年間に24枚を交付）
※75歳に到達するなど、交付の要件を満たした人は、要件を
満たした月から交付（年度末までの月数に２枚を乗じた枚数）。

問 福祉課　☎０５０（３３８１）５０５１
支所・市民サービス課などで随時受け付けています
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お問い合わせは
南島原市役所
☎050-3381-5000
＊省略文字説明
　と：日　時　ば：場　所
　な：内　容　定：定　員
　り：料　金　対：対象者
　し：応募締め切り
　も：申し込み方法
　問：申し込み・お問い合わせ

広　告 広　告

市
営
住
宅
入
居
者

●
募
集
団
地

・
深　

江　
つ
つ
じ
が
丘
団
地（
１
戸
）

・
西
有
家　

上
の
原
団
地（
１
戸
）

・
南
有
馬　

新
砂
原
団
地（
１
戸
）

＊
単
身
入
居
可

・
口
之
津　

早
崎
団
地　
（
１
戸
）

・
口
之
津　

白
浜
団
地　
（
１
戸
）

・
加
津
佐　

旭
団
地　
　
（
４
戸
）

＊
単
身
入
居
可

・
加
津
佐　

泉
が
丘
団
地（
１
戸
）

＊
単
身
入
居
可

※

こ
れ
以
外
に
、
追
加
募
集
を
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
募
集
期
間

５
月
１
日
㈫
〜
14
日
㈪

●
入
居
資
格
条
件
／
収
入
の
基
準

に
該
当
す
る
な
ど
、
こ
ち
ら
の
指

定
す
る
条
件
を
全
て
満
た
す
人

※

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
入
居
者
の
決
定
／
資
格
要
件
を

満
た
し
た
申
込
者
の
数
が
募
集
戸

数
を
超
え
る
場
合
は
、
公
開
抽
選

を
行
い
ま
す
。

●
抽
選
日
／
５
月
21
日
㈪ 

午
後

２
時　

南
有
馬
庁
舎

お 

都
市
計
画
課

☎
０
５
０（
３
３
８
１
）５
０
６
７

農
村
整
備
課
臨
時
職
員
募
集

●
募
集
人
員
／
４
人

●
勤
務
内
容
／
農
道
の
除
草
、
雑

木
伐
採
、
側
溝
お
よ
び
路
面
等
の

土
砂
除
去
な
ど

●
雇
用
期
間
／
６
月
１
日
〜
平
成

25
年
１
月
31
日

●
勤
務
日
お
よ
び
時
間
／
月
〜
金

曜
日
（
土
、
日
、
祝
日
、
年
末
年

始
を
除
く
）
午
前
８
時
30
分
〜
午

後
５
時
15
分
（
う
ち
７
時
間
45
分

勤
務
）

●
賃
金
／
時
給
８
０
０
円
ま
た
は

１
，
０
０
０
円
（
草
刈
機
使
用
時

の
場
合
）

●
雇
用
条
件
／
社
会
保
険
、
雇
用

保
険
あ
り

●
応
募
資
格
／
18
歳
以
上
の
市
内

在
住
者
（
住
民
登
録
あ
り
）。
普

通
自
動
車
運
転
免
許
を
有
す
る
人

で
就
労
し
て
い
な
い
人
。
草
刈
機

使
用
経
験
者
（
草
刈
機
等
は
持
ち

込
み
）。

●
試
験
／
面
接

※

日
時
、場
所
は
、後
日
連
絡
し
ま
す
。

●
申
込
期
限
／
５
月
21
日
㈪
必
着

も 

市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事
項

を
記
入
（
写
真
添
付
）
し
、
農
林

水
産
部
農
村
整
備
課
へ
直
接
持
参

す
る
か
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

お 

農
村
整
備
課

☎
０
５
０（
３
３
８
１
）５
０
６
２

〒
８
５
９
ー
２
２
０
２　

南
島
原
市

有
家
町
山
川
58
番
地

支
所
臨
時
職
員

　

共
通
す
る
内
容
に
つ
い
て
は
、

後
述
す
る
「
◆
共
通
事
項
」
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

【
布
津
支
所
】

●
募
集
人
員
／
１
人

●
雇
用
期
間
／
６
月
１
日
〜
平
成

25
年
３
月
31
日

も 

市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事
項

を
記
入
（
写
真
添
付
）
し
、「
布

津
支
所
臨
時
職
員
申
込
」
と
朱
書

き
し
た
封
筒
に
入
れ
て
、
郵
送
し

て
く
だ
さ
い
（
持
参
可
）。

お 

布
津
支
所

☎
０
５
０（
３
３
８
１
）５
１
３
０

〒
８
５
９
ー
２
１
１
２　

南
島
原
市

布
津
町
乙
１
６
２
３
番
地
１

【
北
有
馬
支
所
】

●
募
集
人
員
／
１
人

●
雇
用
期
間
／
６
月
１
日
〜
８
月
31
日

も 

市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事
項

を
記
入
（
写
真
添
付
）
し
、「
北

有
馬
支
所
臨
時
職
員
申
込
」
と
朱

書
き
し
た
封
筒
に
入
れ
て
、
郵
送

し
て
く
だ
さ
い
（
持
参
可
）。

お 

北
有
馬
支
所

☎
０
５
０（
３
３
８
１
）５
１
６
０

〒
８
５
９
ー
２
３
０
５　

南
島
原
市

北
有
馬
町
戊
２
７
４
７
番
地

◆
共
通
事
項

●
勤
務
内
容
／
窓
口
業
務
補
助

●
報
酬
／
時
給
７
０
０
円

●
雇
用
条
件
／
社
会
保
険
、
雇
用

保
険
あ
り

●
勤
務
日
お
よ
び
時
間
／
週
５
日

（
土
、
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
を
除

く
）、午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

15
分（
う
ち
休
憩
時
間
１
時
間
）

●
申
込
期
限
／
5
月
16
日
㈬
必
着

●
応
募
資
格
／
18
歳
以
上
の
市
内

在
住
者
、
普
通
自
動
車
運
転
免
許

を
有
す
る
人
で
パ
ソ
コ
ン
（
ワ
ー

ド
、
エ
ク
セ
ル
）
初
級
程
度
の
操

作
が
出
来
る
人
。

●
試
験
／
面
接

※

日
時
、場
所
は
、後
日
連
絡
し
ま
す
。

島
原
病
院
正
規
職
員

（
地
方
公
務
員
）

●
募
集
人
員
／
薬
剤
師
、
管
理
栄

養
士…

各
若
干
名

●
受
験
資
格
／
薬
剤
師…

昭
和
41

年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方

で
、薬
剤
師
免
許
を
有
す
る
方
、又

は
、
平
成
25
年
春
ま
で
に
免
許
取

得
見
込
み
の
方
。

管
理
栄
養
士…

昭
和
47
年
４
月
２

日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
で
、
管
理

栄
養
士
の
免
許
を
有
す
る
方
（
但

し
、
病
院
で
の
栄
養
管
理
業
務
の

実
務
経
験
が
３
年
以
上
あ
る
者
）

●
申
込
締
切
日
／
５
月
25
日
㈮ 

●
試
験
日
／
６
月
２
日
㈯

●
試
験
内
容
／
作
文
・
適
性
検

査
・
面
接
試
験

●
採
用
予
定
日
／
７
月
１
日
以
降

※

免
許
取
得
見
込
み
の
方
に
つ
い

て
は
取
得
後
の
採
用
に
な
り
ま

す
。

●
試
験
案
内
お
よ
び
受
験
申
込
書

の
配
布
先
／
島
原
病
院
等
で
配
布

し
て
い
ま
す
。ま
た
、島
原
病
院
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

お 

長
崎
県
島
原
病
院　
総
務
係

☎
０
９
５
７
（
６
３
）
１
１
４
５

〒
８
５
５
ー
０
８
６
１　

島
原
市
下

川
尻
町
７
８
９
５
番
地

Ｕ
Ｒ
Ｌ http://w

w
w
.shim

abara
byoin.jp/

要
約
筆
記
講
習
会
受
講
生

　

聴
覚
に
障
害
の
あ
る
方
々
の
た

め
に
少
し
で
も
役
に
立
ち
た
い
方

や
要
約
筆
記
に
興
味
が
あ
る
方
の

受
講
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

と 

基
礎
課
程
（
全
16
回
）
／
６

月
２
日
〜
７
月
28
日
（
毎
週
土
曜

日
）、
応
用
課
程
（
全
10
回
）
／

８
月
４
日
〜
９
月
１
日
（
毎
週
土

曜
日
）
い
ず
れ
も
10
時
〜
15
時

ば 

島
原
市
福
祉
セ
ン
タ
ー

り 

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
１
，
０

５
０
円
が
別
途
必
要
で
す
）

お 

島
原
市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
０
９
５
７
（
６
３
）
３
８
５
５

５
月
は
消
費
者
月
間
で
す

全
国
統
一
テ
ー
マ『
安
全
・
安
心 

い
ま
新
た
な
ス
テ
ー
ジ 

へ
』

　

市
で
は
、
昨
年
度
「
南
島
原
市

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
し
、

市
民
の
み
な
さ
ま
か
ら
様
々
な
相

談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
『
あ
れ
？
も
し
か
し
て…

』
と

思
っ
た
と
き
は
、
早
め
に
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
こ
ん
な
相
談
あ
り
ま
し
た

・「
１
０
０
０
億
円
受
け
取
る
権

利
が
発
生
し
て
い
ま
す
」
と
書

い
て
あ
る
手
紙
が
カ
ナ
ダ
か
ら

届
い
た
！

・「
貴
金
属
を
買
い
取
り
ま
す
」

と
買
い
取
り
業
者
が
自
宅
に
来

た
！

・「
健
康
食
品
を
買
っ
て
友
達
を

紹
介
す
る
と
紹
介
料
が
も
ら
え

る
」
と
友
人
か
ら
マ
ル
チ
商
法

の
勧
誘
を
受
け
た
！

●
受
付
時
間
／
午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時　

月
曜
日
〜
金
曜
日

（
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

お 

南
島
原
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
人
権
・
男
女
共
同
参
画
室
）

☎
０
９
５
７
（
８
２
）
３
０
１
０

（
相
談
専
用
）

農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
の

全
体
見
直
し
に
つ
い
て

　

市
で
は
、
平
成
24
年
度
中
に
農

業
振
興
地
域
整
備
計
画
の
全
体
見

直
し
作
業
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
計
画
は
農
業
の
健
全
は
発

展
を
目
指
し
農
用
地
の
効
率
的
な

利
用
を
図
る
た
め
の
も
の
で
す
。

　

こ
の
見
直
し
に
伴
い
、
農
業
振

興
地
域
内
の
農
用
地
へ
の
編
入
、

除
外
や
用
途
区
分
の
変
更
な
ど
の

農
用
地
利
用
計
画
変
更
申
出
書
の

受
付
を
平
成
26
年
４
月
ま
で
受
け

付
け
な
い
予
定
で
す
の
で
、
今
後

２
年
以
内
に
計
画
が
あ
る
方
は
、

農
林
課
へ
整
備
計
画
変
更
申
出
書

の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
提
出
締
切
日
／
５
月
31
日
㈭

●
変
更
内
容

【
編
入
】
農
地
な
ど
を
農
振
農
用

地
に
し
た
い
。

【
除
外
】
農
地
に
植
林
し
た
い
、

住
宅
な
ど
を
建
て
た
い
。

※

申
請
理
由
や
場
所
な
ど
除
外
要

件
を
満
た
さ
な
い
場
合
は
除
外

で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

【
用
途
区
分
の
変
更
】
農
地
に
農

業
用
施
設
を
建
て
た
い
。

●
申
請
書
類
／
農
業
振
興
地
域
整

備
計
画
変
更
申
出
書

お 

農
林
課 

農
業
経
営
班

☎
０
５
０（
３
３
８
１
）５
０
６
０

募
　
　
　
　
集

お  

知  

ら  

せ
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＊省略文字説明
　と：日  時　ば：場  所
　な：内  容　定：定  員
　り：料  金　対：対象者
　し：応募締め切り
　も：申し込み方法
　問：申し込み・お問い合わせ

広　告広　告

　
平
成
24
年
度 

市
町
村
交
通
災

害
共
済
の
加
入
し
ま
せ
ん
か

　

平
成
24
年
度
の
市
町
村
交
通
災

害
共
済
の
加
入
申
込
み
の
受
付
を

行
っ
て
い
ま
す
。
も
し
も
の
時
の

た
め
、
家
族
そ
ろ
っ
て
加
入
し
ま

し
ょ
う
。

●
交
通
災
害
共
済
制
度
と
は

　

交
通
災
害
共
済
制
度
と
は
、
加

入
者
が
交
通
事
故
災
害
に
あ
わ
れ

た
場
合
に
、
災
害
見
舞
金
を
受
け

取
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

　

交
通
災
害
共
済
に
対
す
る
ご
相

談
は
、
総
務
課
ま
た
は
各
支
所
及

び
市
民
サ
ー
ビ
ス
課
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
交
通
事
故
災
害
と
は

　

国
内
で
自
動
車
、
汽
車
、
電
車
、

原
動
機
付
自
転
車
、
自
転
車
（
16

イ
ン
チ
以
上
）
、
定
期
旅
客
船
、

旅
客
機
等
の
接
触
、
衝
突
、
転
覆

等
に
よ
る
事
故
で
す
。

●
加
入
で
き
る
人
／
南
島
原
市
に

住
民
登
録
（
又
は
外
国
人
登
録
）

し
て
い
る
方
。
ま
た
、
就
学
の
た

め
に
一
時
転
出
さ
れ
て
い
る
方
も

加
入
で
き
ま
す
。

●
共
済
掛
金
／
１
人
に
つ
き
５
０

０
円
（
納
め
ら
れ
た
掛
金
は
、
原

則
と
し
て
返
還
し
ま
せ
ん
。）

●
共
済
期
間
／
加
入
申
込
書
を
市

が
受
理
し
た
日
か
ら
平
成
25
年
３

月
31
日
ま
で
（
た
だ
し
、
平
成
24

年
２
月
１
日
か
ら
３
月
31
日
ま
で

に
加
入
申
込
み
を
さ
れ
た
方
は
平

成
24
年
４
月
１
日
〜
平
成
25
年
３

月
31
日
ま
で
で
す
）。

も 

「
加
入
申
込
書
兼
納
付
書
」
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
掛
金
を
添

え
て
各
支
所
ま
た
は
市
民
サ
ー
ビ

ス
課
市
民
窓
口
班
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。（
申
込
用
紙
は
窓
口
に

置
い
て
い
ま
す
）

●
注
意
事
項
／
自
殺
・
無
免
許
運

転
・
酒
酔
い
運
転
・
故
意
又
は
重

大
な
過
失
・
天
災
な
ど
が
原
因
で

起
き
た
事
故
の
場
合
は
見
舞
金
の

対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
医

師
の
指
示
に
従
わ
な
か
っ
た
場
合

や
不
正
・
法
令
違
反
の
場
合
は
見

舞
金
の
全
部
又
は
一
部
が
支
払
わ

れ
ま
せ
ん
。

お 

総
務
課

☎
０
５
０（
３
３
８
１
）５
０
２
０

犬
の
放
し
飼
い
は
、禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
！

　

最
近
、
市
内
の
各
地
で
犬
の
放

し
飼
い
が
目
立
っ
て
お
り
、
市
民

の
方
か
ら
苦
情
が
多
く
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。
犬
を
放
し
飼
い
す
る

と
人
に
か
み
つ
い
た
り
、
多
く
の

人
に
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
に
な
り

ま
す
の
で
、
絶
対
に
や
め
て
く
だ

さ
い
。

●
飼
い
主
の
方
へ

・
年
に
１
回
は
必
ず
、
飼
い
犬
に

狂
犬
病
予
防
注
射
を
打
つ
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

・
必
ず
ク
サ
リ
等
で
つ
な
い
だ
り
、

囲
い
の
中
で
飼
う
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

・
違
犯
犬
は
、
捕
獲
さ
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

・
悪
質
な
放
し
飼
い
の
場
合
は
、

条
例
に
よ
り
処
罰
さ
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
人
に
ケ

ガ
を
負
わ
せ
た
場
合
は
、
刑
事

訴
訟
や
民
事
訴
訟
に
発
展
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

●
市
民
の
方
へ

・
犬
に
か
ま
れ
た
り
、
犬
の
放
し

飼
い
、
野
良
犬
を
見
つ
け
た
ら
、

速
や
か
に
環
境
課
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

・
野
良
犬
や
野
良
猫
に
は
、
む
や

み
に
エ
サ
を
与
え
な
い
で
く
だ

さ
い
。

お 

環
境
課

☎
０
５
０（
３
３
８
１
）５
０
４
１

〜
ガ
ン
バ
レ
未
来
の
農
業
後
継
者
〜

農
業
後
継
者
育
成
事
業

　

将
来
の
農
業
後
継
者
を
農
業
高

等
学
校
、
農
業
大
学
な
ど
で
修
学

さ
せ
て
い
る
農
業
者
等
に
対
し
支

援
し
ま
す
。

●
支
援
の
内
容
／
修
学
等
期
間
中
、

月
額
５
，
０
０
０
円
を
補
助

●
支
援
の
要
件
／
修
学
等
終
了
後

３
年
以
内
に
就
農
す
る
こ
と

●
申
込
期
限
／
５
月
31
日
㈭

※
詳
細
は
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

お 
農
林
課

☎
０
５
０（
３
３
８
１
）５
０
６
０

狩
猟
免
許
試
験

●
試
験
種
目
／
網
猟
免
許
（
網
が

使
用
で
き
る
免
許
）、わ
な
猟
免
許

（
わ
な
が
使
用
で
き
る
免
許
）、
第

１
種
銃
猟
免
許
（
装
薬
銃
、
空
気

銃
）、第
２
種
銃
猟
免
許（
空
気
銃
）

●
試
験
日
／
６
月
27
日
㈬

（
銃
猟
免
許
に
つ
い
て
は
、２
次
試

験
が
別
日
に
開
催
さ
れ
ま
す
。）

●
場
所
／
島
原
振
興
局　

ほ
か

●
料
金
／
１
種
類
当
た
り
５
，
２

０
０
円（
た
だ
し
、他
種
の
狩
猟
免

許
を
所
持
し
て
い
る
場
合
は
、３
，

９
０
０
円
）

●
受
付
期
間
／
５
月
14
日
㈪
〜
６

月
８
日
㈮

※

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

お 

島
原
振
興
局　
農
業
企
画
課

☎
０
９
５
７
（
６
２
）
３
６
１
０

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室
に
参
加

し
ま
せ
ん
か

●
北
有
馬
・
南
有
馬
・
口
之
津
・

加
津
佐
合
同
教
室

と 

６
月
２
日
㈯
〜
６
月
27
日
㈬

毎
週
水
・
土
曜
日 

午
後
８
時
〜
10
時

ば 

水
曜
日…

南
有
馬
体
育
館

土
曜
日…

加
津
佐
東
小
体
育
館

対 

南
島
原
市
在
住
者

り 

１
人
／
１
，８
５
０
円（
ス
ポ
ー

ツ
保
険
料
を
含
む
）短
期
ス
ポ
ー
ツ

教
室
保
険
の
場
合
は
、８
０
０
円

も 

松
尾
（
☎
０
９
０ｰ

８
２
９
５ｰ

７
６
８
４
）
／
山
口
（
☎
０
９
０ｰ

６
７
７
８ｰ

６
７
９
０
）

●
あ
り
え
教
室

と 

６
月
１
日
㈮
〜
６
月
29
日
㈮

毎
週
火
・
金
曜
日 

午
後
８
時
〜
10
時

ば 

有
家
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

対 

南
島
原
市
在
住
者

り 

１
人
／
１
，
８
５
０
円
（
ス
ポ

ー
ツ
保
険
料
を
含
む
）

も 

亀
田（
☎
０
９
０ｰ

２
５
１
５ｰ

９
２
１
１
）／
渡
部（
☎
０
８
０ｰ

５
２
０
６ｰ

１
１
９
７
）／
松
本

（
☎
０
９
０ｰ

１
５
１
６ｰ

５
８
０

４
）

お  

知  

ら  
せ

ご
寄
附
あ
り
が
と
う
　

　
　
　
　
ご
ざ
い
ま
す

平
成
24
年
３
月
分

　

次
の
方
か
ら
、
寄
附
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。　

ー
敬
称
略
ー　

▼
一
般
寄
附

・
酒
井　
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普賢岳に新登山道ができました
お 商工観光課　☎０５０（３３８１）５０３２

　平成新山をより間近で見ることが出来る普賢岳新
登山道が 5 月 9 日から供用開始されます。
　噴火前の登山道を再整備し、新たなルート約0.6
㎞を追加開設した新登山道は、環境省により整備さ
れたものです。風穴や霧氷沢など普賢岳の北側を周
回して、普賢岳山頂に至る約1.8㎞の行程です。
　また、普賢岳周辺の警戒区域の見直しも行われ、
新登山道の供用開始に合わせて、本市でも西側の一
部区域（国有林）が解除されます。

島原市・雲仙市・南島原市の警戒区域解除区域

南島原市の警戒区域

雲仙市の警戒区域島原市の警戒区域

鳩穴分かれ

湯江川

立岩ノ峰

普賢岳山頂

霧 氷 沢

風穴

紅葉茶屋
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※対象年齢などは、別途配布している「母子保健事業のお知らせ」を
　ご覧ください。母子保健

●『母子保健』のお問い合わせ
　こども未来課  ☎050（3381）5050

　事　業　名　 受 付 時 間 場  所（保健センター）実  施  日

３ 歳 児 健 診 ９日㈬ 布 津

※場所の例：有家 → 有家保健センター

２～３カ月 10：00～10：15
６～７カ月 13：00～13：15
10～11カ月 14：30～14：45

（布津・有家）
10～11カ月 14：00～14：15
（北有馬・口之津）

北 有 馬30日㈬
12：30～12：45

12：30～12：45

１歳６カ月児健診
加 津 佐24日㈭

加 津 佐29日㈫
13：00～13：15親 子 歯 科 健 診

布 津21日㈪

ポリオ予防接種
口 之 津18日㈮

北 有 馬23日㈬

有 家11日㈮

12：30～12：45

布 津８日㈫

　事　業　名　 時 間 場　　　所実  施  日

健 康 相 談

集 団 健 診

８日㈫ 北有馬保健センター

9：30～12：00

11日㈮ 布 津 保 健 セ ン タ ー

15日㈫ 有 家 保 健 セ ン タ ー

18日㈮ 西有家保健センター

25日㈮ 原城オアシスセンター

31日㈭ 加津佐総合福祉センター※

21日㈪ 口之津保健センター

23日㈬ 深 江 公 民 館

今月の健康づくり
教室は、10：00から 
「糖尿病予防①
～野菜を使った食事
と試食～」です。

※年齢制限なし
※申し込み不要

　事　業　名　 時 間 場　　　所実  施  日

献 血 29日㈫ 有 家 庁 舎

事　業　名 受 付 時 間 場　　　所実  施  日

口之津保健センター
12：30～14：30

8：00～11：00

22日㈫・23日㈬
29日㈫・30日㈬

24日㈭・25日㈮
27日㈰・28日㈪

住民健康診査 ※各健診の対象年齢や個人負担金などは、個人に配布する
　通知で確認してください。

原 爆 健 診
多発性骨髄腫検査
同時実施

事　業　名 受 付 時 間 場　　　所実  施  日
被爆者健康診断 ～被爆者健康手帳または健康診断受診者証を持参ください～

9：30～11：00
12：20～15：30

西有家あけぼの会館10：00～11：00
28日㈪

有家保健センター13：00～14：00

健康相談 ～血圧・体組成測定、食・運動・歯・こころの健康づくり教室など～

●『献血／健康相談／被爆者健康診断／住民健康診査』のお問い合わせ
　健康対策課  ☎050（3381）5141

献　　血 ～献血で広がる  みんなの思いやり  助け合いのこころ～

※変更になる場合がありますので、
　必ずお電話でご確認ください。

休日在宅当番医 電話番号 町 名日

13
日

本多南光堂医院
石 川 内 科 医 院

８５-２００２
８２-８８２２

南有馬町
西有家町

入 江 歯 科 医 院
徳 永 歯 科 医 院

８２-１７１７
７８-３１０５

西有家町
国見町

20
日

植 木 内 科 医 院
坂 上 整 形 外 科

８６-２０７１
８２-１８２２

口之津町
有家町

川 島 歯 科 医 院
小 嶺 歯 科 医 院

８４-２０６１
７８-２３６６

北有馬町
国見町

27
日

渡 部 眼 科 医 院
明島整形外科医院

８６-２２０５
７２-２０２３

口之津町
布津町

菅　歯 科 医 院
松 本 歯 科 医 院

８５-２０４５
６８-3872

南有馬町
有明町

６
日

森 医 院
いその産婦人科

87-3000
82-2430

加津佐町
西有家町

高 橋 歯 科 医 院
堺 歯 科 医 院

82-8852
78-2744

西有家町
国見町

３
日

５
月

泉 川 病 院 ７2-2017 深江町

土井歯科クリニック
まつしま歯科医院

38-6400
82-0600

吾妻町
有家町

泉 川 病 院 ７2-2017 深江町

瑞 穂 歯 科 医 院
小 嶺 歯 科 医 院

77-3770
82-3535

瑞穂町
有家町

泉 川 病 院 ７2-2017 深江町

ね ぎ 歯 科 医 院
前 川 歯 科 医 院

77-4182
82-2255

瑞穂町
西有家町

４
日

５
日

乳 児 相 談
口 之 津

布 津

有 家

北 有 馬

17日㈭

16日㈬

14日㈪

28日㈪

子どもの予防接種に保護者が
同伴できない場合は「委任状」が必要です
４月から、子どもの予防接種を受けるとき保護者が同伴できない
場合は「委任状」が必要です。「委任状」の用紙は各医療機関ま
たは各支所の窓口にあります。詳細はお問い合わせください。
問 こども未来課 ☎０５０（３３８１）５０５０

「児童福祉週間」は、子どもや家庭、子どもの健やか
な成長について国民全体で考えることを目的として定
められ、毎年５月５日の「こどもの日」から１週間を
言います。平成24年度の児童福祉週間の標語は、「ニ
コニコは「なかよくしよう」のあいずだよ」埼玉県の
堀山 喜史（ほりやま よしふみ）さん７歳の作品が最優
秀作品に選ばれました。

●対象者
次のすべてに該当し、受診を希望する人
⑴両親またはそのどちらかが原爆被爆者である人
⑵昭和21年６月４日以降に出生した人（両親のどちらかが
　広島被爆の場合、昭和21年６月１日以降に出生した人）
⑶長崎県内に居住している人（長崎市内の方は長崎市が実
　施します）

●申込および受診の方法
市役所健康対策課、各支所、県南保健所に備え付けの「受
診申込書」で申し込んだ後、「受診票」を受け取り、県が
委託した医療機関で受診してください。（県電子申請シス
テムでも申請できます。）
●申込期限…平成25年２月15日㈮まで
●受診期間…平成25年２月28日㈭まで
●受診回数…受診期間中に１回のみ

※血液検査結果データをお持ちの方はご持参ください。
※今月は会場が加津佐総合福祉センター（希望の里）に変更になっています。

５月５日～11日は 『児童福祉週間』 です 平成24年度 被爆二世の無料健康診断のお知らせ
問 長崎県原爆被爆者援護課　☎095（895）2475　または 県南保健所、南島原市健康対策課　☎050（3381）5141

保健事業のご案内 5月

当  番  医  診療時間：午前９時～午後５時
当番歯科  診療時間：午前９時～正午

休日在宅
当番（歯科）医

５月

金

火
水

土・日

木

足の痛みと靴の選び方
月 アレルギー体質について

マイコプラズマ肺炎
乗り物酔い
高齢者の不眠症
高齢者の性生活

５月 健康テレホンサービス

0120（555）203
☎095（826）5511
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5/1㈫

3㈭
4㈮ ●みどりの日

●戸ノ隅公園滝祭り  戸ノ隅公園および戸ノ隅の滝

2㈬
●行政相談  布津公民館　13：00～16：00
　西有家老人福祉センター　10：00～12：00
　原城オアシスセンター  10：00～12：00

18㈮
●市政懇談会  西有家総合学習センター  19：30～21：30
●不登校児親の会　ハチミツ倶楽部
　ありえコレジヨホール　20：00～21：30

●憲法記念日

5㈯ ●こどもの日

6㈰
7㈪
8㈫
9㈬
10㈭

21㈪ ●市政懇談会　北有馬ピロティー文化センター日野江
　19：30～21：30

2㈯ ●キリシタン大名サミット ＊詳細P５
　北有馬ピロティー文化センター日野江  13：30～19：30

●無料法律相談（民事・刑事・行政・訴訟関係） ＊要予約
　ありえコレジヨホール  13：00～17：00

3㈰
●キリシタン大名サミット ＊詳細P５
　北有馬ピロティー文化センター日野江  8：30～11：00
●出張！なんでも鑑定団in南島原
　開場／12：00 開演／13：00　ありえコレジヨホール
　＊出場・観覧応募は締め切りました

●行政相談  深江ふれあいの家　13：00～16：00
　西有家老人福祉センター　10：00～12：00
　北有馬ピロティー文化センター日野江  10：00～12：00
　加津佐公民館  13：00～16：00
●無料法律相談（民事・刑事・行政・訴訟関係） ＊要予約
　原城オアシスセンター  13：00～17：00

16㈬

●行政書士相談（相続・遺言・境界・農地転用・不動産関係） 
　＊要予約　深江公民館  13：00～17：00
●市政懇談会　加津佐青年婦人会館　19：30～21：30

23㈬
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平成24年３月末日現在

51,403（－248）

24,076（－112）

27,327（－136）

18,715（＋13）

５月 6月

●「無料法律相談」「行政書士相談会」
の予約は、市民相談センター（人
権・男女共同参画室内） ☎0957
（82）3010 に電話で申し込んで
ください。
●「行政相談」は、秘書広報課☎050
（3381）5001にお問い合わせく
ださい。
●「年金相談」の予約は、保険年金課
☎050（3381）5039に電話で
申し込んでください。
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●年金相談  北有馬庁舎　10：00～15：00　＊要予約

●行政相談  ありえコレジヨホール　17：30～19：00

24㈭ ●行政相談  ありえコレジヨホール　17：30～19：00

25㈮
26㈯
27㈰
28㈪
29㈫
30㈬
31㈭
6/1㈮

4㈪

●市政懇談会　深江公民館　19：30～21：30

11㈮
12㈯
13㈰
14㈪
15㈫

19㈯
20㈰

22㈫

17㈭

5月は、軽自動車税（全期分）・
固定資産税（第１期）の納期月です
※納期限は、５月31日㈭となっています。　

5月12日㈯～15日㈫
第５回 ジオパーク国際ユネスコ会議

　喫煙は、がんや循環器病など多くの疾患と関連
があるほか、妊娠に関連した異常の危険因子であ
ることから喫煙率をさらに引き下げる必要があり
ます。周りに喫煙する人がいない環境は、未成年
者の喫煙防止につながります。新たな喫煙者を増
やさないことが、将来の成人の喫煙率を下げるこ
とにも有効です。

※個人や家庭においてできること
①受動喫煙が健康に及ぼす影響を知りましょう。
　・家族や地域で話をする
　・講演会等を受講する
　・マスコミの情報に関心を持つ　など

②たばこを吸う時は決められたところで吸いましょう。
　・家の中、車の中、路上では吸わない
　・たばこを吸わない人の前で吸わない
　・たばこのポイ捨てをしない　など　

※個人や家庭においてできること
①受動喫煙が健康に及ぼす影響を知りましょう。
　・家族や地域で話をする
　・講演会等を受講する
　・マスコミの情報に関心を持つ　など

②たばこを吸う時は決められたところで吸いましょう。
　・家の中、車の中、路上では吸わない
　・たばこを吸わない人の前で吸わない
　・たばこのポイ捨てをしない　など　

まずは禁煙週間の間だけでも、
出来ることからチャレンジしてみませんか？

「世界禁煙デー」 ５月31日「禁煙週間」5月31日～６月６日

＊詳細P２～P3
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